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   A case of occult hypernephroma is presented. The patient was a 70-year-old-male 

who complained of painful tumor in his right arm, but had never complained of  hema-

turia, flank pain or flank mass. A biopsy of the tumor in his right arm disclosed meta-

stasis of hypernephroma. 
   Clinical diagnosis of hypernephroma of the kidney, that was suggested by slight 

changes of the pyelogram and the renal arteriogram, was confirmed by operation.

緒 言

副腎腫 は,比 較 的稀 に全 く尿 路疾患 を思わせ

る症状を欠 き・,そ の転移巣 の症状 を主 として発

見 され る場 合がある.私 は最近 この ような1例

を経験 したので,こ こに報告 する と共 に,そ の

症状及 び転移部位 に関 し文献的考察 を加 える.

症 例

患者,70才 男子.家 族歴,既 往歴に特記すべきもの

なし.

主訴=右 上腕骨腫瘤の精査希望.

現病歴:昭 和34年7月 初旬,右 上腕に神経痛様疹痛

を訴え,大 阪医大外科に入院,腫 瘤部の試験切除によ

り,腫 瘤は副腎腫なることが判明したが,約20日 で退

院した.同 年8月20日,右 上腕に病的骨折を来し,ギ

プスシャーレを装用していた.8月 中旬以降,時 々腰

部に重圧感を訴えることがあつた.経 過中肉眼的血尿

を来したことはない.昭 和34年11月30日 阪大整形外科

に入院,12月14日 当科と共観になつた.

現症;体 格栄養中等度,右 肩脾部の筋肉はやや萎縮

する.右 上腕のほぼ中央に,第1図 の如 く,び まん性

に 腫 脹 せ る腫 瘤 が あ り,そ の境 界は 不 明 で,表 面 平滑

弾 力 性 硬 で,か す か に搏 動 を触 れ,軽 度 の 圧 痛 が あ

り,異 常可 動 性 が 証 明 され る,右 上 肢 の挙 上不 能,肘

関 節 の 屈 曲不 能,右 手 関 節 の掌 屈 は や や 可能 な る も,

背 屈 は全 く不 可 能,指 の 伸 展 障 碍 され る も 屈 曲 は 可

能,指 の開 角 運 動 不 能,特 に栂 指 の外 転 不 能 で あ る

が,右 上 肢 の 何 れ の 部 に も知 覚 障 碍 は 認 め られ な い.

胸 腹 部 諸 臓 器 に は 異常 を認 め な い,腎 臓 は 左右 と も

触 れ ず,圧 痛 もな い.前 立 腺 は 中等 度 肥 大 し,右 葉 の

中央 に稽 硬 い結 節 が あ る.血 圧,142/56mmHg血

沈,1時 間 値3mm,2時 間 値12mm.

血 液 所 見;赤 血 球600万,血 色 素 量117%,ヘ マ トク

リッ ト51%,白 血 球6900,白 血 球 百 分 率:桿 状 核10%,

分葉 核70%,好 酸 球1%,好 塩 基 球1%,リ ンパ 球17

%,単 球1%.

血 液 化 学 所 見;N.P.N.23mg/d1,Na145mEq/1,

K5.OmEq/1,Cl105mEq/1,Ca9.4mg/d1,P2.9

mg/d1,TotalProtein6.8g/d1,T.S.A.P.2。lK.A.

U.,P.S.A.P.0.9K.A.U.

尿 所 見:外 観 黄 色 軽度 潤 濁 し,少 量 の 蛋 白,少 数 の白

血 球,少 数 の上 皮 細 胞 が 認 め られ る以 外 に異 常 はな い ・
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膀胱鏡所見=容 量250cc,膀 胱底部は 軽度 膨 隆 す

る.粘 膜は全体として軽度発赤し,数 ケ所に白苔を認

める.膀 胱鏡挿入に際し前立腺部より出血甚しく,青

排泄施行せず,逆 行性腎孟撮影も行い得なかった.

レ線学的所見:胸 部単純撮影では異常を認めない.

右上腕骨のほぼ中央に,第2図 の如 く,約8cmに 及

ぶ骨陰影の欠損部あり,同 部のびまん性の陰影の一部

において骨梁像は極めて粗且つ稀薄であつて,著 明な

骨破壊像を示す.

腎部単純撮影では第3図 の如 く,右 腎のほぼ中央部

に栂指頭大のほぼ円形の石灰化陰影を認める.

排泄性腎孟 レ線像では,第4図 の如く,造 影剤の排

泄は左右共良好.左 腎では腎孟腎杯は良く描出され正

常像であるが,右 腎の上半部の腎杯は良く描出されて

いて,そ の形態も正常であるが,下 半部では全 く描出

されていない.そ して単純 レ線像で認められた円形の

石灰化橡は,丁 度この腎下極部に相当している,

後腹膜腔気体注入レ線像では,単 純撮影で見られた

右腎のほぼ中央部の石灰化陰影以外,腎 の大きさ,形

態に特別な異常は認められなかつた.

大動脈レ線像では,第5図 の如 く,左 腎は正常であ

るが,右 腎の腎内動脈枝所見では,下 半部において腎

内主動脈枝はよく造影されているが,腎 内末稽動脈枝

はかえつて不明瞭である.ま た円形陰影部にPooling

その他の所見もない.

以上の所見より,右 腎に原発せる副腎腫及びその上

腕骨転移と診断し,昭 和35年1月13日,楠 教授執刀の

下に右腎別除術を施行した.

手術所見:右 腎全体が脂肪組織の摺壌内に埋没して

おり,そ の剥離が困難であつたが,腎 表面には腎静脈

の怒張なく,腫 瘍を思わせる部分 もない.そ の別除腎

は第6図 の如く,13×5×3cm,重 さ1309.外 観は表

面平滑,特 に病的所見はない.割 面では第7図 の如
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く,腎 下半部の実質中に直径約2cmの 円形の石灰化

巣があ り,更 に黄色の乾酪様物質を思わせる約2cmの

腫 瘍塊が認められた.

病理組織学的所見:第8図 の如く,ク ロマチンに富

む核,極 めて明るい原形質を有する腫瘍細胞 が 全体

に見られ,基 質は少量の血管を伴い,又 壊死が認められ

る.一 部に硝子化を起した結合組織で囲まれた腎実質

が見られる.細 尿管は拡大し,上皮は扁平化を起し,内

腔にコロイド様円柱が見られる.間 質に淋巴球浸潤の

見られるところがあ り,血 管壁に肥厚を見る.即 ち,

典型的の副腎腫で,淡 明細胞型に属する。

右腎別除術後,更 に昭和35年2月4日,整 形外科に

おいて右肩関節の関節離断術を行つた.

この骨腫瘍部の病理組織学的所見も,第9図 の如

く,腎 腫瘍部と同様の組織所見を示し,典 型的の副腎

腫であつて,同 じく淡明細胞型に属するものである.

更に昭和35年2月15日,経 尿道的前立腺別除術を行

つた.各 手術後の術後経過は良好であつて,右 腎別除

後47日 目に全治退院した.

考 按

阪大泌尿器科学教室における昭和32年 以来の

腎実質腫瘍は19例 であつて,そ の中副腎腫は17

例であるが,潜 在性副腎腫は本症が最 初 で あ

る.

私の集め得た本邦における潜在性副腎腫の報

告例は,第1表 に示 した32例 である.又 その年

齢,性 別,及 び原発側による分類は,第2表 の

如 くである.60才 台及び50才台が最も多い.男

子29例,女 子3例 であつて,男 子に圧倒的に多

い.原 発病巣は右16例,左8例 であつた.

これらの症例について症状及び転移部位につ

いて考察する.

第1表 本 邦 に お け る 潜 在 性 副 腎 腫

症i

劉 報舗

1

2

3

4

矢 野 顕

後 藤 仁

中村八太郎

馬場 治文

顯 年令

,92sl、,

1

1931

1932

1933

59

65

49

性

δ

6

δ

δ

F原発部
初 発 症 状

左腎

左腎

不詳

多発性骨折

関節痛,多 発性骨折

不 詳

右腎騰 聯 関購 左眼視備 左眼

臨 床 診 断

副腎腫骨転移,多 発性
骨髄腫

多発性骨髄腫

不 詳

肝腫瘍,左 眼窩転移性
腫瘍
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

尾崎 茂樹

上月与四郎等

西平賀 健

中 村 謙

中 村 謙

黒川 孝一

森田 輝雄

楠井 賢造

安倍保正 等

岩淵竜臣 等

武田 栄 等

飛弾清英 等

棟 方 信

菊地 英 等

日高 輝男

松尾 久男

小 林 鴻

1933

1936

1937

1939

1939

1940

1942

1944

1950

1952

1953

1954

1954

1954

1954

1954

1955

渡辺 典 等1955

岸本 孝 等

相原 礼男

25小 沢凱夫 等

26

27

細田寿郎 等

橋元富一郎等

1955

1956

1956

1956

1957

61

60

64

45

34

59

58

57

21

69

74

66

65

65

56

36

59

62

43

69

52

62

51

6

♂

♂

♀

6

♂

δ

6

♀

δ

♀

♂

ε

δ

♂

δ

♂

δ

♂

6

6

右腎

右腎

不詳

不詳

不詳

不詳

右腎

右腎

右腎

右腎

右腎

左腎

不詳

不詳

右腎

不詳

左腎

左尺骨中央部の腫脹と痺痛

左肩月甲部疹痛,腰 痛,両 下肢運動障碍

右腰部,下 肢の神経痛様疾痛,側 頭部腫瘤

右腎部疹痛性腫脹

右肩月甲部疹痛性腫脹

上顎洞悪性腫瘍症状 多量の鼻出血

右下肢疹痛,歩 行障碍

胸骨部腫瘤,胸 骨上部疹痛

左頸部 リンパ腺腫脹

胸骨部腫瘤及び疹痛

左上肢疹痛,頸 部腫瘤

右上肢腫瘤及び疹痛,左 鎖骨病的骨折

不 詳

両下肢運動不能,胸 部以下の知覚鈍麻

1右上騰 騰

左大腿骨病的骨折

左上胸部の無痛性腫瘤

左腎1右大腿部騨 渡 形渉 行醗

左腎1右下肢瀦 渉 行麟

右腎

右腎

・陣

6 左腎

右胸痛,右 背部腫脹

両下肢の運動障碍及び知覚鈍麻

下肢神経痛様疹痛,左 腸骨腫脹

両下肢運動障碍,両 下肢知覚麻痺,呼 吸困難

不 詳

原発性肩月甲部肉腫 圧
迫性脊髄炎

不 詳

右啓部肉腫

右肩脾部癌腫

左上顎洞悪性腫瘍

右啓部腫瘤

不 詳

副腎腫転移

副腎腫転移

悪性腫瘍の頸椎転移

副腎腫骨転移

不 詳

脊髄腫瘍

骨肉腫

副腎腫骨転移

副腎腫の胸壁及び肺転
移

右大腿骨及び右恥骨腫
瘍,右 大腿骨頸部骨折

腎腫瘍の腸骨転移

不 詳

脊椎肉腫の疑

不 詳

不 詳
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28

29

30

31

32

長岡 正泰

足立史郎 等

安河内秀幸等

石田初一 等

自 験 例

19S71・ ・

「

1957

1958

1958

1960

16s
48

52

70

6

♂

δ

6

6

右腎

右腎

右腎

左腎

右腎

右大腿部疹痛,起 立不能

胸内苦悶,胸 痛,呼 吸促迫,心 悸充進,顔 面
及び下肢浮腫

両側上肢運動障碍,両 側上肢痛覚脱出

胸内苦悶,胸 痛,呼 吸困難,血 性胸水,左 側腹部腫瘤

右上腕有痛性腫脹,右 上腕骨病的骨折

骨悪性腫瘍による病的
骨折

不 詳

頸椎カ リエス

左腎腫瘍による転移性
胸膜炎

右腎腫瘍の上腕骨転移

第2表

潜在性副腎腫32例 の年令,性,原 発巣

1)年 令

年令(才)症 例数

20～291

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

2

第3表

潜在性副腎腫32例 中主訴を知 り得た30例 の分類

1)疹 痛

1)四 肢,関 節,骨 部の疹痛

及び神経痛様疹痛

豆)側 腹部疹痛

皿)胸 痛

2)腫 瘤

16

1

1

18

4

11

13

1

胸 骨 部3,上 肢3,肩 肝 部1,

側 頭 部1,腸 骨 部1,頸 部1,

脊 部1,背 部1,

皿)性 別

男

女

皿)原 発病巣

右

左

不

計

子

子

3)運 動障碍

4)知 覚麻痺

6)骨 折

11

32例

29

3

16

8

8

6)全 身倦怠 ・食思不振

7)呼 吸障碍

8)心 悸充進

9)鼻 出血 鼻閉 ・頭痛

9

4

4

4

2

1

1

明

計32例

1症 状

(1)我 々の症 例の ように,腎 悪性腫瘍 の初 発

症状が原腫瘍 その ものに よらず,遠 隔転移,或

は周囲臓器への進展 に よる症 状であ る場合が し

ばしばあ る.Creevy(1935)は,こ の様 な例

が副腎腫では臨床例の32.6%F,剖 検 例の50%に

見 られた と報告 し,Melicowetal.(1960)は,

31.7%に 見 られた と報告 してい る.し た が つ

て,潜 在性副腎腫 につ いて,そ の初発症状 を検

討す ることは意味が ある と考 え られ る.

私 の集め得 た潜在性副腎腫32例 の初発 症状 は

第1表 の如 くであるが,骨 転移 に関 す る症状を

第4表

潜在性副腎腫31例 中症状を知 り得た29例 の分類

1)疹 痛

1)四 肢,関 節,骨 部の疹痛,

及び神経痛様疹痛

皿)側 腹部疹痛

皿)胸 痛

2)腫 瘤

21

1

2

23

腹部以外の腫瘤

腹部腫瘤
3)運 動障碍

4)知 覚麻痺

5)骨 折

17

7

19

6)発 熱 ・全身倦怠 ・食思不振

7)呼 吸障碍

8)肺 野のレ線上の陰影

9)咳 蹴 ・喀疾

10)心 悸充進

11)鼻 出血 ・鼻閉 ・頭重等

初発症状 とす るものは26例,そ の他 の症状 を初

発 とす るものは4例(安 倍,菊 地,足 立,石 田

各報告例),初 発症状 を明 らかに知 り得 なかつ

12

4

5

9

3

6

2

2

1
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た ものは2例 であ る.そ の主 訴及 び臨床 症状 を

見 ると第3表 及 び第4表 の如 くであつて,両 者

とも疹痛,腫 瘤形成,運 動障碍 がその大 部分を

占め,し か も骨に関係 した疹痛及 び 腫 瘤 が 多

く,運 動 障碍 と相 まつて骨転移に よる症状 が主

な症状 となつてい ることが分 る.Creevy(1935)

は潜 在性 副腎腫38例 の臨床診断 を検討 したが,

骨腫 瘍 と思われた ものは16例(42%)で あ つ

て,肺 疾患 と思われ た ものは9例(24%)で あ

った.更 にMelicoweta1.(1960)も 潜 在 性

副腎腫 が骨転移 による症状 を示す ものが多い こ

とを報告 している.一 方私 の集 め得 た32例 で

は,肺,胸 膜及 び縦隔転移 に よる症状,即 ち胸

痛,咳 漱,喀 疾,喀 血,呼 吸障碍,心 悸 充進 等

を主訴或 は症状 として訴 えるものは 少 な か つ

た.し か し レ線像 で肺野 に腫瘍様 の陰影 を認 め

た ものが6例(19%)あ つ た.Ostrum及 び

Fetter(1940)は 潜 在性腎腫21例 を報告 し,そ

の中13例 が潜在性 副腎腫 であ るが,呼 吸器系 の

症状を有 しなかつた ものは13例 中8例,呼 吸困

難3例,咳 漱1例,盗 汗1例 であつて,本 邦 の

症例 と同様 に呼吸器系 の症状 は少 い.

(2)副 腎 腫転移 による骨腫瘍は血管 に富み搏

動性 である ことが普通 であるが,総 ての場 合に

搏動 を触れ るとは限 ら な い(Creevy1935)。

そ の特徴的な骨 レ線像 も,病 的骨折 が伴 っ てい

る場合には,新 しい骨形成 が伴 うこ とに より,

全 く破壊 的な原病巣 の姿 を複雑 なも の と す る

(Dresser1925)。 従 って骨腫 瘤に対 して 鑑 別

が必 要 となる.そ して鑑別 を要 す る疾患 は,次

の如 きものが ある.

1)骨 原発性 肉腫

2)Ewing氏 腫 瘍

3)多 発 性骨髄腫

4)嚢 腫性線維性 骨炎

これ らとの鑑 別は非 常に困難 な場 合 が あ つ

て,特 に骨原発性 肉腫 との鑑 別は,副 腎腫 の転

移が単発であって,何 等腎臓 の病 変の徴候が な

い場合には,生 検以外 には実 際には不能で ある

場合があ る(Dresser1925)。 岩 瀬 ・鳥羽(19

53年)に よれば,診 断 の確定 した骨腫 瘍全 体の

中,そ の1/3は 転 移性腫瘍 であった .Alesan一

drie(1926)は 骨転移を来 した副腎腫の82例中

63%は 術前に原発腫瘍の発見されなかったもの

であると述べている.従 つて搏動性であつて骨

破壊像を示す腫瘍の場合には,先 ず、生 検 を行

い,更 に疑わ しければ大動脈撮影をも含む泌尿

器科的検索を行 うことが是非必要である.搏 動

性でない場合でも常に転移性腫瘍を考慮する要

がある.

(3)発 熱及び貧血がしばしば副腎腫の初発症

状として取 り上 げられる場合がある(Clarke

andGoade1956)。 更に発熱及び血沈値の充進

が,副 腎腫,特 にその組織型 と関 係 が あ る

(B6ttigerandIvemark1959)と いう報告が

ある.淡 明細胞型を呈する副腎腫は発熱と血沈

値の充進を来 し易いというものであるが,自 験

例ではこのような事実はなかつた.本 邦の32例

にっいてはこの点に関 し記載が完全でないもの

が多 く,両 者の関係を知ることが出来 な かつ

た.Melicoweta1.(1960)が183例 について

組織型 と体温 との関係る調べた ところ に よ る

と,こ のような特別の関係は認められ なか つ

た.

皿 転 移

各臓器の悪性腫瘍について骨転移を来す頻度

は,諸 家の報告によれば第5表 の如 くである.

第5表 各臓器の悪性腫瘍の骨転移の頻度

乳 癌:

Kaufmann

Pohrhirsch

52%

78

Abrameta1.73.1

Warrenand

Witham42.6

腎 悪 性 腫 瘍:

Willis40・

Symmers

Copeland

Abrumetal.

Lubarsch

膝 臓 癌:

Abrumeta1。

Grauer

Willis

胃 癌:

Kaufmann

Pocharisky

33

35

24

32.3

15.6

20.5

18

8

3

前 立 腺 癌:

Ptirkhauer

甲状 腺 癌:

Ehrhardt

Kaufmann

肺 癌:

54%

28

34

Abrumeta1.32.5

0chsnereta1.20.9

Koletsky

直 腸 癌,結 腸 癌:

Limacher

Kaufmann

Abrumeta1.

Brawnand

Warren

Buirge

食 道 癌:

Clayton

Liamcher

19.0

16

10

12.6

7.6

1.4

5

4
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即ち乳腺,前 立腺の悪性腫瘍 が最 も多 く・甲状

腺,腎 の悪性腫瘍は,ほ ぼ 同じ頻度 を示 してい

る.

一般副腎腫の転移好発部位はLubarsch(19

25)の115例 で は,肺57%,リ ソパ 腺40.7%,

次 いで骨32.3%で あ る.本 邦 では,西(1935)

の28例 では,肺67.8%,リ ン パ 腺46.4%,骨

28.8%で あ る.特 に潜在性 副腎腫80例 に関す る

Melicowetal.の 観 察 では第6表 の如 くであ

って,腎 腫瘍が発 見された時に見出 され た転移

第6表

潜在性副腎腫80例 について,

腎腫の発見された時の著明な転移部

(Melicoweta1.に よる)

骨

脊

多

骨

肋

上

内

肺

脳

肝

対

転

腕

臓 転

移

椎 工3

発12

盤7

骨5

骨4

移

大 腿 骨

肩 月甲骨

頭 蓋

鎖 骨

手 骨

55例

4

4

3

2

1

側 腎

32

9

4

2

甲状 腺

対側尿管

副 腎

十二指腸

52例

2

1

1

1

リンパ腺及び軟部組織への転移17例

浅在性 リンパ腺

後腹膜 リンパ腺

後 腹 膜 組 織

5

5

5

皮 膚2

の中,骨 転移 は55例,内 臓 への転移 は52例 で あ

る.そ の中肺への転移 は32例 であつて,骨 転 移

が肺転移 を上廻つてい る.私 の集 め得 た潜在 性

副腎腫の32例 について,そ の転移部位 は第7表

の如 くであるが,骨 転移 を有 した もの26例 に対

し内臓への転移を有 したもの13例,リ ンパ腺 そ

の他の転移を有 したもの13例 であつ て,骨 転移

を有 したものの方が多数を 占めている .こ の事

は・私の集め得 た32例 では骨転移に よる症状 を

示す ものが多 かつた事実 と相 まつて,潜 在性 副

腎腫では骨転移に よる症 状を初発 として発見 さ

れるものが多 いことを示す もの である .

骨転移の部位に関 しては,第7表 の如 くであ

る.即 ち脊椎最 も多 く,次 いで大 腿 骨,上 腕
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第7表 潜在性副腎腫32例に見られた転移部位

1)骨 転移を有するもの28例

多発性骨転移14例,単 発性骨転移12例,

背 椎10

大腿骨8

上腕骨6

肋 骨7

頭 蓋6

骨 盤4

胸 骨4

鎖 骨3

肩脾骨2

尺 骨1

上顎洞

1

1

2

1

2

2

2

皿)内 臓に転移を有するもの13例

肺

縦隔洞

胃

脾 臓

副 腎

脳

硬脳膜

7

2

1

1

1

1

1

胸 膜

肝

小 腸

他側腎

横隔膜

脊 髄

皿)リ ンパ腺その他に転移を有するもの13例

後腹膜 リソパ腺

頸 部 リソパ腺

腋 窩 リンパ腺

鼠 喫 リンパ腺

気管支 リンパ腺

縦隔洞 リンパ腺

月市F『 リンパ腺

肝F『 リ ン!く腺

皮 下 組 織

四 頭 股 筋

啓 部

6

3

2

2

2

1

1

3

2

1

1

1

1

計

11

9

8

8

8

6

6

3

2

2

1

骨,肋 骨,頭 蓋,骨 盤,鎖 骨,肩 騨骨,尺 骨の

順である.

Piney(1922)は,副 腎腫の転移は扁平骨及

び長管状骨の近位端に好発すると述べ,次 の解

剖学的な理由を挙げている.即 ち黄色骨髄では

血管の発育が完全であるが,赤 色骨髄では血管

の発育が十分でな く,血 管壁の薄い極めて多 く

の毛細血管を有 し,そ のため赤色骨髄では黄色

骨髄よりも血流緩徐となり,腫 瘍細胞が血管壁

に附着することが容易 となる.従 つて,か かる

赤色骨髄を有する脊椎,胸 骨,肋 骨等の扁平骨
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及び長管状骨の近位端に転移が好発するという

のであるが,私 の集め得た症例でも 脊 椎 へ の

転移が最 も多い点等,こ れに一致するものであ

る.

結 語

70才 の男子の右上腕の有痛性腫脹を主訴とせ

る潜在性副腎腫の1例 を報告 し,症 状及び転移

部位に関し文献的考察を行つた.

稿を終るに当 り,終始御懇篤な御指導御校閲を賜つ

た恩師楠教授に深甚な謝意を表します。
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